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(5) No.38：高耐力マイクロパイル 

No. 38 
技術名称 高耐力マイクロパイル 

社名 株式会社フジタ 
NETIS 登録番号 CG-000014-A 

公表先 弊社 HP および研究会 HP 
参考 WEB ページ http://www.fujita.co.jp/tech/doboku/renewal/hmp.html 

http://www.jamp-hmp.jp/ 
連絡先 ・㈱フジタ 建設本部 土木エンジニアリングセンター 相良昌男 

Tel.：03-3796-2285 E-mail：sagara@fujita.co.jp 
・高耐力マイクロパイル研究会 神谷 栄 
 Tel.：03-5413-6222 E-mail：kamiya@eae.co.jp 

1. 技術開発の背景・契機 
 兵庫県南部地震以降、既設基礎の耐震補強工法を確立することが急務となり、平成 11 年

度から 3 年間にわたり、独立行政法人土木研究所、財団法人先端建設技術センター他、民間

12 社で官民共同研究「既設基礎の耐震補強技術の開発に関する共同研究」が実施された。同

共同研究において、小口径鋼管を用いた増し杭工法の一つとして高耐力マイクロパイル工法

が研究対象となり、設計・施工マニュアルが整備され、工法として確立した。 
2. 技術の内容 
 一般に、マイクロパイルとは杭の直径が 300mm 以下の場所打ち杭・埋込み杭の総称であ

る。図-1 に主なマイクロパイルの分類を示す。マイクロパイルの中でも、構造物の支持や耐

震補強用として開発された工法が高耐力マイクロパイル（以下、HMP；High capacity 
Micro-Pile）である。HMP 工法は、従来のマイクロパイル技術にグラウンドアンカー工法

で用いられている削孔技術やグラウトの加圧注入技術を取り入れ、補強材として異形棒鋼に

加えて高強度の鋼管を用いることにより、高耐力・高支持力を可能にした杭である。ＨＭＰ

の概念図を図-2 に、施工手順を図-3 に示す。 
3. 技術の効果 
 既設基礎の耐震補強工事は、桁下空間等の空頭制限や都市部および河川などの狭隘な場所

での施工など、厳しい制約条件下での施工が要求される場合が多く、従来工法による増し杭

や地盤改良工法では困難な場合がある。一方、HMP 工法は前述のような厳しい施工制約条

件の現場において施工可能で、既設基礎の耐震補強工法として効果を発揮する。 
4. 技術の適用範囲 
適用条件：低空頭、狭小スペース、橋桁直下での施工、基礎の拡大幅に制約がある場合に適

する。 
必要な施工ヤード：最小桁下空間 3.5m(削孔機種、杭配置条件による)、最小施工幅 2.5m(削

孔機種、杭配置条件による)、注入プラント・泥排水処理プラント占有面積各々30 ㎡程度(泥
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